
日時・場所：令和４年10月29日（土）10：00 ～ 12：00

 　　 伯耆しあわせの郷大会議室

テ　ー　マ：運動部活動の地域移行について

講　　　師：鳥取県教育委員会体育保健課

 　　　　指導主事　戸井有希　氏

Ⅰ 施策概要説明
１．運動部活動の地域移行に関する検討会議提言

（令和4年6月6日）の概要
①　目指す姿　少子化の中でも、将来にわたり我が国の子供

たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を確保。

②　スポーツは、自発的な参画を通して「楽しさ」「喜び」感じ

ることに本質。自己実現

③　地域の持続可能で多様なスポーツ環境を一体的に整備

２．改革の方向性
①　休日の運動部活動から段階的に地域移行を基本

　　令和5年度開始3年後の令和７年度末を目途

②　平日の運動部活動の地域移行は地域の実情に応じて推進

③　地域におけるスポーツ機会の確保、多様なニーズにあった

活動機会の充実

④　地域のスポーツ団体等と学校との連携・協働

３．課題
①　スポーツ環境 地域の実情に応じる

②　スポーツ団体等 予算の確保

③　スポーツ指導者 資格取得・研修人材バンク

④　スポーツ施設 管理委託

⑤　大会運営 主催者

⑥　会費や保険 家庭への支援

⑦　学習指導要領等 評価

Ⅱ　グループ討議
　①・地域移行は　東部・中部・西部の広域なエリアで対応し

てほしい。市町や学校に任せてもうまく進まないだろう。

・機会を作ることは必要だが、たくさんの競技をしようとし

たら難しいのでは。

・自己実現が目的なら、複数種目で試合に参加できること

も認めるべき。

　②・スポーツ少年団が受け皿になるのか

・そもそも日曜日に部活が必要なのか

　③・送迎等も含めて保護者負担が増えるのでは

・保護者にとって指導者に対する不安がある。

・部活動の全員加入ではなくなる事の影響は。格差も心配

　④・情報が伝わってこなく、小学生の保護者は不安。

・クラブチームで選手の奪い合いが生じないか。

・学校に入りたい部活がない生徒には良いこと。

実践発表のご感想

●子どもたちの発表は、子どもたちの成長を感じられ大変良かったです。

●他の地域の活動が分かり、意欲が湧いてきました。ありがとうござい
ました。

●子どもたちと取り組むことで意味が有るメディアとの付き合い方も大
人と子どもが一緒に学ぶことで心に響きました。
　参加してよかったです。

●初めて参加させて頂きました。他学校のＰＴＡ活動内容が分かり見習
いたいと感じました。

●児童生徒さんが『とりのからあげ』という合言葉で意識して取り組ん
だ発表があり、とても感心しました。

大会運営のご感想

●現地へ行けず、オンラインでの視聴参加となりましたが、自宅で夫婦
で見られたのでよかったです。

●開会行事はもう少し時短を図っていただけるとありがたいです。

●大きな大会を開催するにあたりご苦労もあったかと思います。オンラ
イン視聴でしたが見ごたえのある素晴らしい大会でした。

●童子太鼓から最高に素晴らしかったです。自分を見直すきっかけにも
なり、子どもたちの笑顔のために未来のために自分達に出来ることを
実践していけたら良いなと強く感じました。

本当にありがとうございました！本当にありがとうございました！

このような大きな会を開催するには、ご苦労も
あったかと思います。とても見ごたえのある素晴
らしい大会になったと感じています。

スタッフの皆さん実行委員会の皆さん、
そして発表者の皆さんお疲れ様でした

改めて、会場に集まり、目の前で見聞きし、肌で感じることができるのは、
幸せなことだと思いました。たくさんの学びがある大会でした。実行委員会
のみなさま、準備が大変だったことと思います。ありがとうございました。

皆さん、とても良い笑顔でした！
この会を支えようという気持ちが
すごく伝わりました

初めから最後まで

素晴らしい会でした

やはりリアルに、参加したいと思いました。

コロナ禍において現地とオンラインのハイブリッド方式で
開催していただいたのがありがたかったです

準備に当たられた方々、
大変だったと思います。 
ありがとうございました

発表も講演会も興味深く
楽しむことができました
お疲れ様でした

表舞台には出られていない多くの方のご協力により、

盛大な大会を実施することが出来ました。

事故・渋滞が発生の無い様に駐車場の

整備にご協力していただきました。

県内外から来られる来場者の方が
その場で滞ることなくスムーズに
受付・誘導に協力していただきま
した。

～たくさんの方のサポートで開催できました～～たくさんの方のサポートで開催できました～ ～全体を通してのご感想～～全体を通してのご感想～

●中学校の部活動を取り巻く環境が大きく変わっていくことがよ
くわかった。今後、地方の新しい部活動のあり方を鳥取県が
率先して構築出来るよう、いろいろ検討していきたい。

●正にこうしたときこそ学校、地域との連携を図る「PTA」の存
在が改めて重要かと感じた。

●色 と々難題もあるが、スピード感と現場感をもって取り組むこ
とが重要だと思った。

●現地へ行けず、オンラインでの視聴参加となりましたが、自宅で夫婦
で見られたのでよかったです。

●開会行事はもう少し時短を図っていただけるとありがたいです。

●大きな大会を開催するにあたりご苦労もあったかと思います。オンラ
イン視聴でしたが見ごたえのある素晴らしい大会でした。

●童子太鼓から最高に素晴らしかったです。自分を見直すきっかけにも
なり、子供達の笑顔のために未来のために自分達に出来ることを実
践していけたら良いなと強く感じました。

「鳥取県版部活動の在り方検討」について
令和４年度鳥取県教育懇談会代替事業

（4） （5）県PTA広報とっとり 県PTA広報とっとり令和5年3月1日発行



　これからの未来を担う子どもたちのために私たちは何
ができるのでしょうか。子どもにとって最も身近な大人で
ある保護者の皆さんはいま何を考え、子どもたちに何を
することが最善なのかをいつもお考えになっていること
と思います。私は高校理科の教諭として19年間教壇に
立ち、現在はスポーツ現場の最前線に身を置いていま
す。私が感じたことや経験が今後親としてできることを
模索する上での参考になれば幸いです。

　私が現在コーチングしている選手達は世界一の選手
達です。より高いレベルに到達させるために私自身が彼
らにお手本を示すこともできなければ、具体的にこうし
なさいと指示するようなティーチングはほとんどできませ
ん。では、コーチとして何をしているのか。

記 念 講 演

「子どもの可能性を伸ばす保護者の向きあい方」
～ ティーチングからコーチングへ ～

JOC日本オリンピック委員会　ナショナルコーチ
スポーツクライミング日本代表ヘッドコーチ
東京2020オリンピック　スポーツクライミング日本代表監督

教育長へ要望書を提出しました教育長へ要望書を提出しました

参加された方からの
アンケート

●実践され結果を出していらっしゃる方の言葉には重みがあ
り、とてもいい講演でした。

● 学びについて再考させてもらいました。日頃より何かにぶち
当たると自分の無知を知るので学びを忘れないようにその
姿を子どもに見せれるようにしていきたいと思いました。

● 講演会の内容を帰ってから伝えたくもっとノートにまとめた
かったです。机がある会場だとより学びが深くできるのかな
と思いました。

●コミュニケーションの大切さ・失敗・変化を大事にすること、
親も前向きに学び続ける大切さを改めて感じました。

● 講演をきいて、教員として子どもも接していくのに、子ども
の成長を一番に考えていくことがいかに大切であるか、ヒン
トを頂きました。ありがとうございました。

● 安井先生からのメッセージ『勝つことだけが全てではない』
『すべての子どもに経験する機会を与えることが大切であ
る』が印象に残りました。

　それは「聴く（傾聴する）」ことです。

　またヘッドコーチの主な仕事は以下の３つです。１つ目
は、如何にしてリソース（ヒト・モノ・カネ・情報）を活
かすかという「マネージメント」。２つ目は、独りでは成し
えないことをチームという集団によってより良い環境を
創り、各コーチの長所を利用して最大限の能力を発揮す
る状態にする「チームワーク」。３つ目は「ビジョンと戦略」
を作成し目標を達成すること。これらによって他のライバ
ルチームなども巻き込み、コミュニケーションや視野を
広げ個々の能力を成長させるための仕掛けを実行して
いくことでチーム力を上げ、世界と戦っています。

　素晴らしい社会づくりは多様性のあるさまざまな人材育
成が必要です。我々の為すべきことは良いコーチングを行
うために多くの人々が繋がり、
より良い集団（チーム）を創るこ
とであると考えます。その重要
な集団のひとつがＰＴＡではない
でしょうか。本講演が皆様それ
ぞれの保護者として活動、ＰＴＡ
としての活動を振り返る機会
となれば幸いです。

2002年4月、由良育英高等学校（現鳥取県立鳥取中央育英高等学校）に山岳部を創設し、翌年から鳥取
県山岳協会国体強化部長として山岳競技の普及と競技力向上に務め、国体で5度の優勝をさせた実績を持
つ。2009年には世界最強と言われているオーストリアでの現地研修会に参加し、オーストリアのトップコー
チからコーチ理論やメニューの組み方、戦略を学んだ。2009年11月のアジア大会以降はユース日本代表
コーチを務め、2010年から日本オリンピック委員強化スタッフを務めている。現在は、選手強化責任者とし
てナショナルコーチ及びスポーツクライミング日本代表ヘッドコーチとして活躍中。

プロフィール

安 井 博 志 氏

１．新型コロナウイルス関連について
•  感染状況の変化、国の施策の変わるタイミングにおいて適時、市町村教

育委員会・学校と連携をとり徹底されることを要望します。
•  児童生徒が陽性或いは濃厚接触者として自宅にいる期間中にもオンラ

インを利用した授業の参加ができるようどの学校、学級においても準備
されるよう要望します。
２．教職員の不祥事について
•  教職員の精神的ストレスの軽減をはかるための具体的対策を要望します。
•  組織的にハラスメントを許さないという取り組みが徹底されることを要望

します。
３．教職員の不足について
•  人材確保の一つとして県外学生に対する積極的な採用活動のアピールを

要望します。また鳥取県内の大学に教育学部が設置されるよう、関係各
所に働きかけしていただくことを要望します。

•  これまでの経験を活かし、現役の先生方のサポートや相談役などとして、
定年退職をされた先生方の積極的再雇用を要望します。また、民間、地域
に依頼できることは委託し、先生方の業務量軽減をはかるよう要望します。
４．いじめ不登校について
•  校内サポート教室の拡充、学校生活適応支援員のさらなる配置、専門のス

キルを持った先生方による支援体制がどの学校でも行われことを望みます。
•  ヤングケアラーとよばれる子どもたちが、個別の事情に沿った適切な支

援を、地域、及び行政を含め包括的に受けられるよう関係各所に働きか
けされることを望みます。
５．コミュニティ・スクールについて
• 学校運営協議会の委員がその役割を理解し、主体的な活動が行われ、

形骸化しないように第三者によるアドバイザーを派遣頂き、指導、助言
されることを要望します。

• 先進的取り組みを行っている学校の様子などを各コミュニティ・スクール
が情報を得られるよう広報されることを要望します。

６．部活動について
•  休日の部活動地域移行に関し、PTAを含む関係諸団体に早期に状況、

方向性の説明がなされ、課題を整理し、準備がなされていくよう要望し
ます。

•  部活動支援員の充実及び部活動指導員の資質向上を要望します。また、
民間の受け入れ団体の集約及びコーディネーターの設置を要望します。
６．通学路の安全確保について
•  年度当初に各学校で行われる点検

の結果を踏まえて計画的な修繕、改
修が行われるよう関係機関との連携
を図り、継続的に働きかけていただ
くよう要望します。
７．インターネット利用教育啓発活動
について

•  子どもたち自身が、日頃からインターネットの正しい利用を心掛けられる取
り組みとして、『とりのからあげ』の普及促進と、学校で使用する端末の起
動時に注意喚起のメッセージを見られる仕組みを検討されることを要望し
ます。
８．適切な維持管理、環境に配慮された学校施設の実現について
•  学校施設は避難所としても使用されます。危険個所の早急な点検を行

い、安全確保に努めるとともに十分な予算を確保し、適時適切な修繕が
行われるよう鳥取県の支援を要望します。

•  各普通教室にエアコンが設置されてはいますが、断熱性が乏しい学校施
設においては、効率が悪く、電気代や地球環境にも大きく負荷がかかって
いる状況です。暑さ寒さを軽減する断熱改修が行われることを望みます。

※紙面の都合上、抜粋しています。
　全文は県PのHPをご覧ください

　新型コロナウイルス感染症拡大への対応については、鳥取県においても多種多様の
対応を行っていただいていますが、時勢を考慮した、さらなる予防策、対応策につい
て継続して検討していただき、子どもたちが安心・安全且つ、充実した学校生活を送
れるよう、以下のとおり要望します。
⑴　適切な感染症予防対策と同時に、誹謗中傷などによる子どもたちの心身への負担

にならない環境づくりをしてください。
⑵　学校行事等においても、感染拡大状況等を考慮しながら、with コロナでも実施

可能な代替案を検討するなどし、体験から学べる学習機会の確保と、記憶に残る
学校生活が送れるように取り組みの推進を図られるよう引き続き要望します。

⑶　「鳥取県市町村（学校組合）立学校用新型コロナウイルス感染症予防ガイドライ
ン」により児童生徒の生命や健康を保護し、安全性を確保した教育活動を推進して
ください。

また、市町村教育委員会及び学校との連携により、本ガイドラインの一般への周
知拡大と徹底を要望します。

⑷　新型コロナウイルス感染拡大防止対策に伴う臨時休業等に備え、オンライン授業
の体制整備の更なる推進が必要と考えます。市町村教育委員会及び学校との連携
により、オンライン授業の体制整備に係る予算確保を要望します。

また、ＩＣＴ支援員の配置に対する計画的な働きかけと、ＩＣＴ支援員、教職員へ
の研修の充実を図るとともに、学校規模に応じて対応できるよう、ＩＣＴ活用教育
スーパーバイザー、ＩＣＴ教育アドバイザーの適正な配置を要望します。

⑴　これまで取り組んできた「誹謗中傷や差別の防止対策」を繰り返し行うことに加
え、必要に応じてメッセージを発信するなどして子どもたちや保護者の不安解消に
努めます。

今後も、市町村教育委員会と連携しながら取り組んでいきます。
⑵　今後も、感染拡大の状況を考慮しながら、市町村教育委員会や学校に対して適

切な情報提供をするなど、市町村教育委員会と連携し、鳥取県の児童生徒の体験
から学べる学習機会の確保や豊かな学びの保障に引き続き取り組んでいきたいと考
えています。

⑶　今後も感染状況等を踏まえながら、必要に応じてガイドラインの改訂・追加を行う予
定です。

なお、本ガイドラインは一般の方にも御覧いただけるように、鳥取県教育委員会
のホームページにも掲載しています。

⑷　来年度はＩＣＴ活用教育スーパーバイザーに加えて、教員に対してＩＣＴの効果的
な活用や授業改善について直接指導することで、ＩＣＴを活用した授業づくりと業務
改善を推進するＩＣＴ教育指導員を配置するように予算を提案しています。

オンライン授業の体制整備やＩＣＴ支援員配置等のための財政措置のさらなる充
実については、今後も様々な機会を通じて国に要望を行っていきます。

また、教員等への研修については引き続き様々な形で提供していきます。

要 望 項 目 要望に対する対応方針

令和４年12月2７日（火）、令和５年度鳥取県教育予算に関する要望書を足羽英樹鳥取県教育長に松岡会
長の代理として髙尾副会長が提出いたしました。この要望書は鳥取県PTA協議会の総務委員会（令和４年
度は西部ブロック担当）が中心となって作成し、三役会・理事会で検討してきたものです。

足羽教育長とは、直近の課題として部活動の地域移行、継続的な課題としてコミュニティ・スクールやイ
ンターネット利用教育について意見交換をさせて頂き、「全ての子どもたちのために“市町村教育委員会と一
緒になって取り組みます」というお言葉をいただきました。

また、鳥取県議会の各派を訪問させていただき、来年度の予算案要望について説明の機会をいただきました。
令和５年度の要望項目、また令和４年度に提出した要望書の回答については以下をご覧ください

令和５年度 要 望 書

令和4年度鳥取県PTA協議会要望に対する対応方針

１．新型コロナウイルス感染症と向き合う、新しい学校生活様式の実現に向けて

演 題

講 師

（6） （3）県PTA広報とっとり 県PTA広報とっとり令和5年3月1日発行



第 52 回日本ＰＴＡ中国ブロックくらよし大会の様子第 52 回日本ＰＴＡ中国ブロックくらよし大会の様子

　県内の子どもたちが自主的にインターネットとの適切
な付き合い方を考えることをねらいとして始めた「とっ
とり子どもサミット」は、当初参加対象を小・中学生と
していましたが、令和元年度からは親子で参加し、親子
で考える機会を持つことができたため、参加者各家庭に
おけるメディア利用に対する取組を深めていくことにつ
ながりました。
　第１回目に小学３年生で参加した児童が、６年間毎年
参加し、令和４年度は中学２年生としてサミットに取り
組みました。自己の成長とともに変化する生活実態に合
わせ、インターネット利用のルールを見直すことの大切
さを学んだ事例につながりました。
　電子メディアとの付き合い方フォーラムで発表をする
ことで、児童・生徒主体で取り組んだ電子メディアとの
適切な接し方を県全体に広げていくことができました。

　県内の子どもたちが自主的にインターネットとの適切
な付き合い方を考えることをねらいとして始めた「とっ
とり子どもサミット」は、当初参加対象を小・中学生と
していましたが、令和元年度からは親子で参加し、親子
で考える機会を持つことができたため、参加者各家庭に
おけるメディア利用に対する取組を深めていくことにつ
ながりました。
　第１回目に小学３年生で参加した児童が、６年間毎年
参加し、令和４年度は中学２年生としてサミットに取り
組みました。自己の成長とともに変化する生活実態に合
わせ、インターネット利用のルールを見直すことの大切
さを学んだ事例につながりました。
　電子メディアとの付き合い方フォーラムで発表をする
ことで、児童・生徒主体で取り組んだ電子メディアとの
適切な接し方を県全体に広げていくことができました。

とっとり子どもサミット

　以前は学年ごとに親子会という取り組み
をしていましたが、近年は少子少世帯化に
より全校活動として形を変え活動を続けて
います。
　今後、未来の宝である子どもたちを地域
全体で育てていくため「コミュニティ・ス
クール」と「地域」「学校」が共同で活動を
していくことが求められている中で、関金
小学校における地域とのつながりの様子と
せきがねっ子のために PTA が取り組んでい
る活動について紹介しました。

　以前は学年ごとに親子会という取り組み
をしていましたが、近年は少子少世帯化に
より全校活動として形を変え活動を続けて
います。
　今後、未来の宝である子どもたちを地域
全体で育てていくため「コミュニティ・ス
クール」と「地域」「学校」が共同で活動を
していくことが求められている中で、関金
小学校における地域とのつながりの様子と
せきがねっ子のために PTA が取り組んでい
る活動について紹介しました。

北条町立 北条小学校 PTA 事例

北条小学校区では、教育目標である「ともに、やさしく・かしこく・た
くましく」の具現化を目指し、豊かな地域コミュニティをつくる人を育て、
自分の夢を実現することのできる「人づくり」を基本理念として、地域の
特色を生かした世代を越えた交流活動を大切にしています。
「地域の宝、北条っ子をみんなで育てよいな！」という思いのもと、学校・
PTA・地域が一つになって協力し、ともに連携しながら子どもたちを核と
した活動を進める中で、世代間の交流が広がっています。
ここでは「ふるさと愛」を大切に紡いでいくことで、
ふるさとを愛し、人を愛することのできる北条っ子の
心を地域と「ともに」育てる活動を紹介されました。

北条小学校区では、教育目標である「ともに、やさしく・かしこく・た
くましく」の具現化を目指し、豊かな地域コミュニティをつくる人を育て、
自分の夢を実現することのできる「人づくり」を基本理念として、地域の
特色を生かした世代を越えた交流活動を大切にしています。
「地域の宝、北条っ子をみんなで育てよいな！」という思いのもと、学校・
PTA・地域が一つになって協力し、ともに連携しながら子どもたちを核と
した活動を進める中で、世代間の交流が広がっています。
ここでは「ふるさと愛」を大切に紡いでいくことで、
ふるさとを愛し、人を愛することのできる北条っ子の
心を地域と「ともに」育てる活動を紹介されました。

参加された方からの
アンケート

● 子どもたちと取り組む事で意味がある メディアとの付き合い方も大人が一緒に学ぶと
子どもにも響きますね。 参加して良かったです。 

● 子どもサミットは、長い間続けていることで参加者が大きくなって自分の言葉で話せるこ
とができていいなぁと思いました。

参加された方からの
アンケート

● PTAだけでなく地域の方にも協力して頂くせきがね応援団を設立された
ことが本当に良い取り組みだと思いました。

● 地域の方と子どもたちが繋がることにより登下校時など学校・PTAだけ
では目が届きにくいところにも目が届くようになり、子どもも安心して学校
に通えるようになると思います。

参加された方からの
アンケート

● 発表されている方のコンビネーションが良く楽しく発表されていて見てい
るこちらも楽しく拝見できました。

● 地域性の背景などもあるかと思いますが学年や親同士の繋がりも強いし、
そういった姿を見ている子どもたちもそれが当たり前になっているのだろう
と，羨ましくもあり、そのような風土を作っていくべきだと強く感じました。

◀会場で配られた
　缶バッジ

要望に対する対応方針

２．不登校児童生徒数の増加傾向について
鳥取県においても、不登校の子どもが年々増加していることから、それに対応した体

制づくりを行っていただいているところであり、すべての子どもが安心して学べる環境づ
くりのためにも、校内サポート教室設置校を増やしていただくとともに、小学校への設
置も進めていただくよう引き続き要望します。

また、不登校の子どもに対し、学校に通うことだけを最終目標とせず、その子どもが
安心できる居場所づくり、学習のサポート等、個々の状況に応じた支援が行われるよう
県内の学校への働きかけや研修会の充実を図ってください。

３．教職員が心身ともに充実し、子どもたちに向き合える環境について
教職員の過度な業務量、長時間勤務が問題となっています。働き方改革により勤務

時間の削減は行われているかもしれませんが、求められる指導内容や指導力というのは
多岐にわたり、多大なストレスになっているものと思われます。

一人の教員がいろいろなことを抱え込まずに業務を行える体制づくり、日頃の変調を
いち早く感知できる体制づくり、そして、少しでも不調を訴えることがあれば、専門医
に相談できる体制づくりなど、あらゆる面でのメンタルサポートが行える体制づくり職
員数50人未満の場合でも、努力義務となっているストレスチェックへの取り組みが適
切に行われるよう、市町村への働きかけと連携体制の構築の推進を要望します。

また、子どもたちをとりまく環境においても、コロナ禍もあり、心身ともに負担が増え
ていることが懸念されます。個々の状況に応じたきめ細かい支援ができるよう、養護教
諭配置への加配対応を要望します。

加えて、様々なケースに対応できるよう、人材育成や資質向上に取り組んでください。
具体的には、市町村教育委員会と学校がオンラインも活用しながら、これまで以上

に連携し、チームとして若手教職員のＯＪＴ研修に取り組むことのできる仕組みづくり
の検討を要望します。

４．部活動の在り方について
少子化に伴い、競技、学校によっては部員数が減少し、部活動が成り立たなくなって

きている現状があり、今後ますます学校、保護者、地域や各種団体等とのつながりが
重要です。

これからの部活動の在り方について、「鳥取県運動部活動の在り方に関する方針」
に掲げられている、運動部活動外部指導者、部活動指導員の配置の拡大への働きかけ
とともに、制度の普及促進を図られますよう引き続き要望します。

５．教員配置の更なる充実について
従前より、教員の適正配置については要望しているところであり、鳥取県においては

国の基準を上回る、更なる少人数学級への取り組みを実践し、推進を検討していただい
ているところですが、次のように要望します。
⑴　ＩＣＴ教育の進展や多様化する社会情勢のなか、これまで以上に一人一人の児童

生徒に向き合う時間の確保と、きめ細かな指導が展開できる職員配置のために、学
習支援員や特別支援学級への加配等の各種加配の増員や、通級指導教室の拡充、
スクールソーシャルワーカーの増員を要望します。

⑵　多岐に渡る業務のなか、教職員の方の負担増とならないようにするためにも、新
規採用者数が定年退職者等の補充のみで終わらず、更なる教職員の配置数増となる
よう、教職に対する魅力の発信等で鳥取県における教職員採用の促進に努めていた
だくように要望します。

６．通学路の安全確保について
子どもたちの生命を守るための通学路における安全確保と対策は重要であります。
県が定める、「通学路等における児童等の安全の確保に関する指針」にも掲げられて

おりますように、通学路等における安全な環境の整備や、関係機関との連携等、様々
な取り組みが進められているところであります。

市町村教育委員会及び学校、我々ＰＴＡや各種団体との一層の連携強化を図ってい
ただき、県内における危険箇所の洗い出しや速やかな対策を講じられるよう、適切な
予算確保を要望します。

７．インターネット利用教育啓発活動について
今年度から、GIGA スクール構想により、児童生徒が１人１台のタブレットやＰＣ端

末を活用した学習が本格的に始まりました。これにより、学習活動の一層の充実が期
待され、主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善がより進むことを願ってい
ます。

今後も、都度時代に合わせた内容に改善しつつ学びの場の充実を要望します。
また、子どもたちのネットリテラシーの向上を図るために、

タブレット端末やYouTube を起動、利用する度に、正しい利
用の呼びかけ画面の表示等、これまでにない手法等を取り入
れ、注意喚起の積極的な働きかけを要望します。

校内サポート教室については、現在の設置校における成果や課題等を整理した上で、
設置校数について検討するとともに、市町村教育委員会と連携して、設置校の効果的
な運営方法等について他の中学校に普及を図ります。併せて、小学校に対する校内サ
ポート教室の活用事例について情報共有を検討します。

また、引き続き、学びの機会を失っている不登校児童生徒を対象に、ＩＣＴ等を活用
した自宅学習支援を行い、学ぶ意欲の高まりや学力補充を通して自己肯定感を高め、
社会的自立に向けて支援していきます。

あらゆる面でのメンタルサポートにつながるよう、小中学校の初任者、中堅、管理職
それぞれを対象に、メンタルヘルスの研修を行っているところであり、今後もこれらの
研修を継続するとともに、「心の健康相談員」を配置し随時相談に応じていることにつ
いて、市町村に対し積極的に周知を図っていきます。

ストレスチェックについては、職員数50人未満の場合でも努力義務となっているた
め、職員数の少ない小中学校又は義務教育学校においても適切な対応が求められてい
るところであり、長時間勤務等の労務管理と併せて引き続き市町村に対し働きかけを
行っていきます。

養護教諭の加配については、現在国からの加配を受け、学校の規模等に応じて小中
学校に養護教諭の複数配置をしているところです。次年度も引き続き国へ加配要求を
していきます。

また、教職員が育ち合う仕組みづくりのために昨年度モデル導入した若手教員やリー
ダーとなる教員等をメンバーとしたチームによる研修についてまとめた「ＯＪＴによる
とっとり人材育成の手引き」を作成し、各学校に周知を図ったところであり、今後、初
任者研修はこのような方法を拡大しながら実施していく予定です。各学校において若
手教員を育てることを通して、全教職員が育ち合う人材育成システムの定着を図ってい
きます。

運動部活動外部指導者、部活動指導員とも、教員の負担軽減及び部活動の充実に大変効果
的であることから、各市町からの配置希望に対して、今後も支援を行っていきたいと考えています。

特に顧問教員に代わって生徒を指導する部活動指導員については、保護者の方々の中に
も適任者がおられると思います。今後、中学校や市町教育委員会あるいは県教育委員会か
ら行う保護者の方々への周知については、ＰＴＡ団体からも周知をしていただけると更に効
果的だと考えているので、御協力いただければと存じます。

⑴　小中学校における様々な課題に対して、「チーム学校」として柔軟に対応するため、
学習支援員や通級指導教員などの必要な職に係る基礎定数化等について国へ要望
しているところであり、今後も引き続き増員要求をしていきます。

⑵　令和５年度教員採用試験に関しては、鳥取県の魅力や教員の魅力を発信するプロ
モーション動画の作成（外部委託）を予定しています。その動画を基軸に、関西会
場付近の大規模な駅にデジタルサイネージを掲載又はＷＥＢ広告として掲載する予
定です。

児童生徒の通学路の安全確保の必要性・重要性については、県としても十分に認
識しているところであり、例年、年度当初に各学校が保護者や地域住民等と連携して
交通安全面、防犯面等から通学路の点検を行い、その結果を踏まえて学校・市町村教
育委員会、道路管理者、警察等関係者による合同点検・検討を経て、各関係機関がそ
れぞれの分野で対策を行い、通学路の安全性の向上を図っています。

今後も、児童生徒の大切な生命を守るために、学校や市町村教育委員会、また直接
危険箇所等の修繕・改修を行う道路管理者、警察等関係機関が連携しながら、危険
箇所の洗い出しや速やかな対策、予算の確保など通学路の安全確保を一層強化してい
くよう努めます。

県としても、電子メディアについては、活用促進とモラル啓発は車の両輪のように考
えており、学校に対しては、時代に合わせた情報モラルに特化した教職員研修、情報
モラル・リテラシー・シチズンシップ等の指導ができる専門人材の派遣、ＩＣＴ活用教
育推進地域や学びの創造先進校における情報モラル教育の取組の周知等を引き続き
行う予定です。

また、家庭に対しては、保護者や地域の大人・子どもたちのメディア機器利用の現
状と発達段階に応じた対応策を学習するための講師派遣事業、児童生徒がインター
ネットをより良く利用できるよう保護者向けの情報を盛り込んだ学習ノートの作成・配
布等を引き続き行う予定です。

併せて、民間団体と連携して子どもたちが主体となって、電子メディア機器とのより
良い接し方を考え、実践する取組を引き続き進めていくとともに新たな働きかけについ
て検討します。

なお、タブレット端末を活用した注意喚起については、機会を捉えて市町村教育委
員会に意見を聞いてみたいと考えます。

要 望 項 目 要望に対する対応方針

～メディアとの理 想的な付き合い方を考えよう～

倉吉市立 関金小学校 PTA 事例
げんき！えがお！のせきがねっ子

～地 域との繋がりこれからの関金～
紡ぐ、ふるさと愛♡
　　　地域とともに育つ北条っ子！！
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第52回 日本PTA中国ブロック研究大会

くらよし大会くらよし大会
　　　 親も子も！ みんなが持っとる可能性！ ～故郷くらよし暮らしよし～

歓迎アトラクション　打吹童子ばやしと和太鼓LEGEN童の演奏「鼓魂組曲2022」　～息の合った勇壮な太鼓と、天女を思わせる美しい笛の音が会場に響き渡る～

今大会を開催するにあたり、新型
コロナウイルスの感染拡大が終息し

ない中でもより多くの方に参加していただけるよう、
現地での参加に加え web 配信を行いました。私たち
PTA の活動により、子どもたちがより良い環境の中
で学校生活を送ることができ、また地域と連携した
活動を通じて人と人のふれあいを大切に、地域の温
かさ、心の故郷という感覚を育みながら様々な可能
性に挑戦してほしいと願っています。

今大会のスローガンには、子どもた
ちの健やかでたくましい成長に向けた

大切なキーワードがちりばめられています。子どもた
ち一人一人が未来への「可能性」をもって夢や希望に
向かって歩む力を持っています。また自分たちの「ふ
るさと」を知り、それを誇り思うことで心の根っこが
育くくまれ、困難や逆境に負けない強さが生まれます。
教育行政も「ふるさとキャリア教育」を基軸とし、家庭、
地域、学校との連携を大切にした活動を推進して参り
ます。

文部科学大臣表彰の赤崎中学校は12月27日に県庁で足羽教育長より表彰状の伝達式を
行っていただきました。人が集う事に制限がある中、「PTA活動をとめない」を合言葉にほ
ぼ予定通り活動を実施し、行事後には保護者アンケート等で意見や要望を集約している点
や、会報とは別に四役会が通信「LIVE」を発行し、協議結果等をスピーディに会員に伝える
取組等が評価されました。

日本PTA団体表彰の稲葉山小学校は、リモートでの研修やブックマーケット開催などコ
ロナ禍でもできる活動を企画し、会員の交流を大切にした活動が評価されました。
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令和 4 年度  鳥取県ＰＴＡ会長表彰受賞作品

4 月 5 月 7 月

8 月 9 月 10 月 11 月

12 月 1 月 2 月 3 月

とき　令和４年11月12日（土）
会場　鳥取県立倉吉未来中心 大ホール
主催　中国ブロックPTA協議会
　　　鳥取県PTA協議会

掲げたスローガンのもと多くの方にご参加いただき、成功裏に開催することができました！

開  催  報  告

日本 PTA 中国ブロック研究大会
くらよし大会　実行委員長

高力 政寿　挨拶

鳥取県教育委員会
教育長

足羽 英樹 様　御祝辞

地域発！

～天女は子の幸せを祈り、子は母を想い太鼓と笛を打ち吹き鳴らす～

古くから打吹山を仰ぎ、その城下町として栄えた倉吉に伝わる天女と童子の伝説
を「打吹童子ばやし」という形にして、子どもたちの打つ吹く太鼓と笛の音で伝えて
いこうと、1992年７月に小学生和太鼓連として誕生しました。2013年には、中学生、
高校生を中心とした和太鼓LEGEN童が創設され活動をスタートしました。

● 打吹童子ばやしの代表曲が聴けて歓喜しました！
● 締太鼓の２人完璧でした。
● 子どもたちの努力が伝わってくる一体となった演奏でした。

13時 歓迎アトラクション
13時15分 開会式
14時5分 実践発表①　関金小学校PTA
  「げんき！えがお！のせきがねっ子」
　　　 実践発表②　北条小学校PTA
  「紡ぐ、ふるさと愛♡地域と
   ともに育つ北条っ子」
15時10分 記念講演　安井博志氏
  「子どもの可能性を伸ばす
   保護者の向き合い方」 
  ～ティーチングからコーチングへ

大  会  日  程

松岡鳥取県PTA協議会会長の開会のあいさつの様子

●この他にも多くのご来賓の皆様よりご祝辞
を賜りましたが紙面の都合上割愛させてい
ただきます。

●開式からすべてのプログラムで
　手話通訳のサポートを行いました。

令和４年度 日本 PTA 年次表彰 おめでとうございます！日本 PTA 年次表彰 おめでとうございます！

6 月

令和４年 11月 18 日にホテルニューオータニ（東京）において表彰式が行われました。
受賞された皆様、おめでとうございます。
令和４年 11月 18 日にホテルニューオータニ（東京）において表彰式が行われました。
受賞された皆様、おめでとうございます。

　　　琴浦町立赤碕中学校PTA （団体の部）　琴浦町立赤碕中学校PTA
　　　　　　鳥取市立稲葉山小学校PTA

（個人の部）　米子市小中学校PTA連合会 箕浦美穂子 氏
　　　　　　米子市小中学校PTA連合会 秋藤　寿樹 氏
　　　　　　八頭郡小中学校連合会 山根　典明 氏

優良PTA文部科学大臣表彰 日本PTA全国協議会会長表彰

全国小中学校PTA広報紙コンクール
佳作　北栄町立北条中学校PTA
佳作　三朝町立三朝中学校PTA
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小学生の部中学生の部一般の部

コンクール 米子高校、岩美高校、鳥取湖陵高校の書道部のみなさんの
ご協力で、素敵な三行詩カレンダーができました。 
各校 1 部づつ配布いたします。

三行詩カレンダー　
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家庭で話そう！ 我が家のルール・家族のきずな・命の大切さ令和５年度　楽しい子育て全国キャンぺーン三行詩募集
テ ー マ 家族の会話やコミュニケーションから育まれる絆や、家族のルール
　　　　　子どもたちの基本的な生活習慣づくりなどの家庭教育
　　 一人一人の命のつながりや大切さ　家庭での日常の出来事　など
募集期間 令和５年３月1日（水）～令和５年６月３０日（金）　　
募集対象 小学生・中学生・保護者・教職員等
応募方法 自筆の三行詩（短文）・氏名・年齢（新年度の学年）・学校名・住所・電話

番号を記入し、所属学校へ提出、または直接下記の鳥取県PTA協議会事務
局へ提出してください。

 （三行詩は自筆で応募をお願いします。住所氏名等は保護者がご記入くださっ
ても構いません）

　 ※応募用紙は鳥取県PTA協議会のＨＰに掲載しています　　検索  鳥取県PTA協議会

選  　考 小学生の部・中学生の部・一般の部より優秀作品を選定し、日本ＰＴＡ全国
協議会へ応募いたします。
また、各部門から鳥取県ＰＴＡ会長賞（副賞：図書券3,000円分）1点と奨励
賞（副賞：図書券500円分）数点を贈呈します。

応 募 先　◆在籍する学校へ提出
［学校ＰＴＡ担当者様］　応募作品を取りまとめて6月３０日（金）必着で
鳥取県PTA協議会事務局まで送付をお願いします。

◆直接　鳥取県ＰＴＡ協議会事務局へ提出 　６月３０日（金）必着
 　鳥取県ＰＴＡ協議会事務局
 　〒680-0846　鳥取市扇町２１番地（県民ふれあい会館内）
 　ＴＥＬ：０８５７-２１-２２８5　ＦＡＸ：０８５７-２１-０９０６
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